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昨
年
、
高
萩
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
五
九
四

件
。
死
亡
事
故
も
一
○
件
発
生
し
市
内
の
四
人
を
含
む
一
二
人

の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
事
故
の
内
容
を
分
析
す
る

と
、
原
因
の
多
く
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

昨
年
中
に
起
き
た
高
萩
警
察
署
管
内
（
高
萩
市
・
北
茨
城
市
、

十
王
町
）
の
交
通
事
故
を
検
証
し
ま
す
。

農

士

瀞

毒
＝‘

蕊
…

車
は
便
利
な
乗
り
物
で
あ
る
反
面
、
操
作

一
つ
で
危
険
な
凶
器
に
変
身
し
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
が
安
全
運
転
を
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
「
目
で
確
認
」
し
、
「
危
険
性
を
予
測
」

茨
城
県
内
の
こ
の
一
○
年
間
の
推
移
の
中

で
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
が
上
昇
し
て

い
る
と
と
も
に
、
非
着
用
率
死
者
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
（
［
表
１
図
］
参
照
）

平
成
五
年
と
一
四
年
を
比
べ
て
み
る
と
、

二
○
三
人
か
ら
八
○
人
へ
と
大
幅
に
減
少
し
、

こ
の
一
○
年
間
で
約
四
割
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ベ
ル
ト
非
着
用
死
者
の
う
ち
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
三
分
の
二
の

命
が
助
か
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

油
断
が
引
き
起
ご
ず
ち
の

必
或
シ
Ｅ
ぼ
く
心
隠
着
用
を

f輔

鼻

＃

…

‘ー

醗鳴…

；
…

…

；

…‘

は
道
路
形
状
別
で
は
、
交
差
点
や
そ
の
周
辺

で
の
事
故
の
確
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
事
故
原
因
の
多
く
は
、
出
合
い
頭
の
事

故
で
す
。
交
差
点
の
角
に
あ
る
建
物
や
塀
、

垣
根
な
ど
が
死
角
と
な
り
、
「
目
で
確
認
」

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
注
意
力
を
欠

き
、
危
険
性
の
予
測
を
や
め
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
重
な
る
か
ら
で
す
。

直
線
道
路
や
カ
ー
ブ
で
の
事
故
原
因
は
、

多
く
の
場
合
わ
き
見
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
が
原
因
で
起
き
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
が
必
要
で

う
に
事
故
の
多
く
は

安
全
不
確
認
、
安
全
速
度
超
過
な
ど
、
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
の
注
意
義
務
を
怠
っ
た
こ
と

で
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

貝
冤
な
い
ど
ご
ろ
に
注
意
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（高萩警察署資料）
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事
故
を
起
こ
そ
う
と
し
て
起
き
た
事
故
は

一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
心
の
緩
み
や
交
通
ル

ー
ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
多
く
の
原
因

が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
と
よ
り
道
路

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
人
に
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
か
ら
三
つ
の
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
高
齢
者
の
こ
と
で
す
。
高
齢
者

を
見
か
け
た
ら
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
守
っ

鼠識灘鶏轆灘蕗瀞蕪襲演4

尚 高萩譽察署交彌課長

k田 薫さん

福島県

いわき市

一Y鴫呼繰普藷e護曇?; ､『"蕊毎面～一

六
角
堂

I
北
茨
城
市

I 北茨城 ･C

大北渓谷

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
．
二
つ
目
は
飲
酒
運
転

追
放
三
な
い
運
動
（
運
転
し
な
い
、
運
転
さ

せ
な
い
、
酒
を
出
さ
な
い
）
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
。
最
後
は
青
少
年
の
交
通

事
故
防
止
で
す
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や

無
理
な
追
い
越
し
を
せ
ず
、
交
通
規
則
を
守
っ

て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

他
年
茨
城
県
内
死
者
叡
洲
人
の
う
ち

・
鮖
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
人
（
妬
・
３
％
）

・
飲
酒
運
転
は
訴
人
（
全
国
で
、
位
）

・
青
少
年
は
“
人
（
四
・
６
％
）

市
の
一
五
年
度
交
通
安
全
施
設
関
係
予
算

■
市
道
一
六
六
一
号
線
（
下
手
綱
地
内
県

“
當
住
宅
南
側
）
通
学
路
整
備
事
業
ほ
か

４
，
６
３
３
万
円

交
通
課
長
が
指
摘
す
る
三
項
目

高
萩
市

高萩上E

国道461号偽N

⑧
花
貫
勺

至
里
美
村

ー

鵜
の
岬＃⑤・⑰は

1件2名死亡
目

上

高 萩譽
ﾛ ､一一ヨ

察署
一

小
学
校
の
新
一
年
生
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
東

京
電
力
茨
城
支
店
か
ら
交
通
安
全
手
形
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ハ
ン
ド
」
が
毎
年
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
が
企
画
し
、
東
京
電
力
茨
城
支
店
が
、
舂
の
交
通

安
全
運
動
の
時
期
に
合
わ
せ
て
配
布
し
て
い
る
も
の
で
す
。

平
成
６
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
て
ち
ょ
う
ど
佃
年
目
。
高
萩

市
の
ほ
か
北
茨
城
市
や
十
王
町
な
ど
、
県
内
の
自
治
体
に

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ハ
ン
ド
は
縦
沁
セ
ン

チ
、
横
羽
セ
ン
チ
の
発
泡
ウ
レ
タ
ン
製
で
黄
色
の
手
の
形

を
し
、
「
と
ま
っ
て
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
小
柄
な
新

入
生
で
も
こ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の

注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
手
を
上
げ
て
横
断
す

る
習
慣
が
身
に
つ
き
ま
す
。

３
月
配
日
、
皆
川
寛
行
東
京
電
力
日
立
営
業
セ
ン
タ
ー

所
長
か
ら
、
今
年
は
３
３
６
枚
が
細
金
貞
鬘
教
育
長
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

新

の

【
》

■
）

を

11

平成14年高萩警察署管内子どもの事故

岨
年
目
仙
慨
Ｉ

i

篠
躍
趨

蕊蕊

繍
蟻
鵜
殿
鱗
織

（ ）内の数字は対前年比 （資料：高萩警察署）
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小学生

中学牛
，画一

高校生

6(+2）

13(+3）

5(+3）

9(±O）

9(+5）

16(+6

12(+4）

18(+6）

O(-3）

5(+3）

1 （-2）

9(+7）

9(+5）

13(+3）

5(+3）

10(-3）

10(+6）

15(±O）

13(+5）

17(+5）

O(-3）

5(+3）

1 （-3）

11(+9）

1午数 露

高萩
域

北茨城
錘
十王

甲憲一一

高萩 北茨城 王＊

負傷者数（



麹

諺
銭
察
を
虚

海
と
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
高
萩
市
．
し
か
し
、
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
不

法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
投
棄
さ
れ
た
ご
み
か
ら
有
害
物
質
が
流
れ
出
し
て
は
水
や
土
壌
を

汚
染
し
へ
大
切
な
環
境
を
壊
し
て
い
ま
す
．
も
の
が
豊
か
に
な
り
、
使
い
捨
て
の
生
活
が
身

に
つ
く
に
つ
れ
て
モ
ラ
ル
が
低
下
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
現
在
の
社
会
．
た
い
せ
つ
な
環
境

“
津
誤
訳
鑿
巾
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
、
酔
一
人
ひ
と
り
が
子
ど
も
た
ち
の
手
本
と
な
る
意
識
を
持

ち
、
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「ボイ捨てされるのは車が一時停止するような決まった場所です。数

日のうちに驚くほど捨てられています。散歩中にごみを回収する人がい

る反面、傍若無人な人がいることも事実｣と監視員の菊地司朗さん(秋山)。

雷
年
々
増

現
在
市
内
一
九
の
地
区
に
四
○
人
の
不
法

投
棄
防
止
監
視
員
が
い
ま
す
。
定
期
的
に
巡

回
し
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
場
所
な
ど
を
報
告

書
に
ま
と
め
て
、
生
活
環
境
課
に
提
出
し
て

い
ま
す
。
生
活
環
境
課
で
は
、
こ
の
報
告
書

を
も
と
に
不
法
投
棄
者
を
捜
し
出
し
て
、
警

察
署
や
県
の
担
当
機
関
と
連
携
し
て
厳
重
に

注
意
し
処
理
さ
せ
て
い
ま
す
。

最
近
三
年
間
の
不
法
投
棄
の
報
告
は
、
平

成
一
二
年
が
二
○
件
、
平
成
一
三
年
が
三
三

件
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
平
成
一
四
年
は
四

八
件
と
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
．
そ
の
報

告
の
ほ
と
ん
ど
が
空
き
缶
、
コ
ン
ビ
ニ
の
弁

当
ご
み
や
自
転
車
な
ど
で
、
相
変
わ
ら
ず
一

般
廃
棄
物
を
不
法
投
棄
し
て
い
る
も
の
で
す
。

菊
地
さ
ん
（
写
真
上
）
を
は
じ
め
と
す
る

監
視
員
の
み
な
さ
ん
は
、
急
に
不
法
投
棄
が

増
え
始
め
た
原
因
を
、
昨
年
一
○
月
か
ら
始

ま
っ
た
ご
み
処
理
費
の
有
料
化
が
影
響
し
て

い
る
と
み
て
い
ま
す
。

ー

加

罰
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

鐘
地
域
別
の
投
棄
傾
向

不
法
投
棄
を
し
た
場
合
、
個
人
で
は
五
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
一
千
万
円
以
下
の
罰
金
。

法
人
で
は
一
億
円
以
下
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
監
視
の
目
が
こ
の
犯
罪

を
防
ぎ
ま
す
し
、
地
域
や
家
庭
な
ど
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
、
社
会
生
活
の
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
手
本
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
街
地
で
は
自
転
車
や
空
き
缶
な
ど
が
多

く
、
山
間
部
で
は
廃
家
電
製
品
や
布
団
な
ど
、

大
き
な
も
の
を
投
棄
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
．

大
能
地
区
・
下
君
田
地
区
で
、
建
築
廃
材

の
不
法
投
棄
が
あ
り
ま
し
た
。
内
装
工
事
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
茨
城
県
（
県
北
地

方
総
合
事
務
所
）
が
調
査
中
で
す
。

生
活
環
境
課
で
も
不
法
投
棄
物
を
回
収
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
回
収
重
量
は
こ
の
四
年

間
一
一
○
ト
ン
か
ら
一
三
○
ト
ン
で
、
ほ
と

ん
ど
変
化
が
あ
り
ま
せ
ん
。

:群蕊鍾……“識 …鱒勝謎締革騨癖…『曹錘

鷺

､‐
鴬

驚一
溺

鴬
緋

;・
漁

:‘
灘．
蕊

溌

#・
騨

識一

驚

＃
§

》蝉燕唾

ー

一
一

ー

ず一・言戸壹

凝…ゴ申凋毒'辮蕊鐸…

昨
年
七
月
、
市
と
高
萩
郵
便
局
（
大
森
現

基
局
長
）
、
若
栗
郵
便
局
（
菊
池
修
局
長
）

は
、
郵
便
局
職
員
が
郵
便
物
を
配
達
途
中
に

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
時
に
、
市
に
通
報
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
委
託
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。

両
郵
便
局
の
外
務
職
員
数
は
、
合
わ
せ
て

一
九
人
。
活
動
範
囲
は
市
内
全
域
で
、
郵
便

配
達
に
使
う
軽
四
輪
車
や
バ
イ
ク
に
は
「
不

法
投
棄
監
視
車
」
の
赤
い
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼

ら
れ
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
防
止
監
視
員
が

市
内
全
域
を
監
視
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

た
め
、
毎
日
の
よ
う
に
バ
イ
ク
で
山
間
部
を

走
る
郵
便
配
達
員
が
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ

を
生
か
し
て
協
力
。
連
携
し
て
不
法
投
棄
一

掃
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

持
ち
前
の
フ
ッ
ト
ワ
Ⅲ
ク
を
生
か
す

配
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